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1.はじめに 

 常願寺川流域では、大正 15 年から直轄砂防事業が開始されており、現在まで約 100 年間の常願寺川の土砂移動に関

する資料が蓄積されている。その中でも定期的に実施されている河床変動測量は、中長期間の土砂移動現象を明らかに

する上で、特に重要な資料である。しかし、蓄積された測量成果の大部分は、紙の図面や帳票として保管され、統一した

様式は存在しない。また、古い時期の測量測線は座標が管理されておらず、測線の位置が不明確であると同時に、地形改

変により測線の変更が繰り返されている。そのため、単純に数値データとして入力するのみでは、これらの資料を長期

間の時系列データとして取り扱うことは難しいのが現状である。本稿では、特に昭和60年代以前の紙媒体で保管された

河床変動測量を電子化し、長期間の時系列データとして整理した結

果について報告する。 

２.使用したデータ 

河床変動測量成果は、常願寺川下流の河川区間及び砂防基準点

（横江）上流の縦断測量（平均河床高・最深河床高）、距離標、横

断測量を使用した。電子成果が存在するのは平成14年度以降のみ

である。河床変動測量は、主要な砂防堰堤に挟まれた区間を1区

間として実施されていたが、各区間の実施年度は統一されておら

ず、縦断測量結果のみ存在する年度がある。各区間の測量成果の

存在状況を表1に示す。また、全区間で比較可能な近年の河床高

として、全区間とも平成20年の航空LP計測データを使用した。 

３.河床変動測量の電子化と整理の方法 

縦断測量（平均河床高・最深河床高）、測線位置（距離標）、横断

測量は、成果によって整理の方法は統一されていない。そこで、紙

資料については統一した入力フォーマットを作成し、電子化した。

その際、測量年度ごとに測線位置を整理し、複数年にわたり共通し

て使用されている測線を明らかにした。測線位置が明らかでない場

合は、測線名称と現在の河床高、既知の構造物天端などを参考に、

測線位置を推定した。その上で、位置が確認できたすべての測線に

対し名称を統一し、測線の区間距離の関係を整理した。（図２） 

さらに、長期間の河床変動量を時系列整理するためには、同一の

測線上で河床高を比較する必要がある。各時期各測線の平均河床高

を算出し、基準となる測線上の平均河床高として再整理した。しか

し、過去の測量成果の場合、平均河床高の算出方法が明らかにされ

ていないため、全期間に対し同じ方法（基準面）により平均河床高

を再算出した。 

表１ 河床変動測量データの存在状況一覧表 

昭和44年災害

区間

△ 〇 △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ 〇 △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ 〇 △ △ 〇 △ △ △ 〇 〇 △ △ 〇 〇 〇 〇 〇 〇

横江～本宮 △ △ △ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

本宮～瀬戸蔵 △ △ △ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 △ △ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 △ △ △ 〇 △ △ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

瀬戸蔵～空谷 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 △ 〇 〇 〇 △ △ △ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

空谷～天鳥 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 △ 〇 〇 〇 △ △ △ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

天鳥～鬼ヶ城 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 △ △ △ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

鬼ヶ城～サブ谷 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 △ △ △ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

サブ谷～白岩 〇 〇 〇 〇 〇 △ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

白岩～
　湯川砂防ダム

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 △ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

湯川上流 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

△

昭和10年
 ～19年

昭和20年
 ～29年

：横断測量結果あり ：縦断測量結果のみ

常願寺川下流

〇

大正
13年

昭和元年
 ～9年

平成20年
 ～29年

昭和30年
 ～39年

昭和40年
 ～49年

昭和60
～63年

平成元年
 ～9年

平成10年
 ～19年

昭和50年
 ～59年

図１ 測量区間 

図２ 測線区間距離の整理方法
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平均河床高は、河床より一定以上高い位置に設定された基準面高から

河床までの流積を河道幅で除した値を、基準面高から減じて算出する。

基準面高が設定されていない過去の測線に対しては、上下流の基準面高

が設定されている測線との区間距離から高低差を按分して基準面高を

設定した。その上で、最新の測量で実施されている測線を基準測線とし、

基準測線と各年度の測線の位置関係から年度ごとの基準測線における

平均河床高・河床幅を補間して算出した。河床変動量は、測量が実施さ

れている前後年ごとに、各年度の基準測線の平均河床高と川幅を乗じ、

年度間の差分をとり、区間延長を乗じて算出した。（図３） 

４．長期間の河床変動 

上記の方法で算出した河床変動量を図４に示す。昭和30～43年にか

けて、すでに完成している本宮・鬼ヶ城・サブ谷・白岩砂防堰堤上流部

で堆積しているが、そのほかの区間は全体的に侵食傾向にある。昭和44

年には既往最大の出水が発生し、河川区間を含むほとんどの区間が堆積

に転じた。それ以降、昭和51年までは、建設中の天鳥砂防堰堤上流（昭

和53年完成）を除きほぼ侵食となる。特に瀬戸蔵砂防堰堤等の基幹堰堤下流及び河川区間の河床低下（侵食）が大きく、

昭和44年の河床上昇（堆積）を上回る河床低下（侵食）が生じている区間もある。昭和51年以降も同様の傾向が続く

ものの、徐々に河床低下（侵食）は減少し、昭和60～平成20年にかけて常願寺橋の下流は河床上昇（堆積）に転じてい

る。また、砂防基準点上流の昭和60～平成20年（24年間）の河床変動量は、昭和30～43年（13年間）の河床変動量

よりも小さく、降雨イベントなどの外力の影響を考慮する必要はあるものの、砂防施設の整備が進み、河床が安定化傾

向にあることを示していると考えられる。 

５．今後の課題 

本稿では、様々な形式で保管されていた河床変動測量成果を整理し、長期間の河床変動結果を示すことができた。今

後は、河床変動は降雨イベントや人為的な掘削等の外力イベントを整理し、砂防堰堤の効果や常願寺川の河床変動特性

を明らかにする。 
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図３ 基準測線の河床変動量算出方法 
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図４ 河床変動量算出結果 
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